
緒 言

草食性の水禽であるガチョウ[�]はわが国では馴
染みが薄いものの, �山ら[�-��]は果樹園に放飼し
たガチョウが極めて高い除草能力を発揮し, 下草管
理に有効であることを明らかにしている｡ これまで
の研究成果[��-��]から, ガチョウがイネ科草本を好
んで採食する一方で, イヌタデ (Persicaria longiseta

(De Bruyn) Kitag) など一部の野草の採食を忌避す
ることが明らかにされており, 海外[�]ではこうした
ガチョウの嗜好性の違いに着目してイチゴ (Fragaria

×ananassa Duch.) やジャガイモ (Solanum tuberosum

L.) 栽培における除草利用の可能性が追究されてい
る｡ しかしながら, わが国では果樹園以外でのガチョ
ウの除草利用に関する知見はほとんど見当たらない｡
そこで本研究では, 農業生産現場におけるガチョ
ウの除草利用に向けた基礎的知見を得ることを目的
とし, 水田, 大麦畑および野菜園にガチョウをそれ

ぞれ放飼し, 作物への食害の発生状況を調査した｡

材料および方法

１. 水田におけるガチョウ放飼

試験は����年６月��日から同年６月��日にかけて,
霧島市溝辺町私有地竹子内の水田 (赤米,�.�a) にお
いて行われた｡ 田植えから７日が経過した６月��日
に９日齢のサカツラガン系のシナガチョウ (Anser

cygnoides domesticus) ９羽を水田放飼した (図１)｡
水田放飼後４日目の６月��日に���株の水稲につい
て, ガチョウ雛による食害の有無を調査した｡
２. 大麦畑におけるガチョウ放飼

試験は����年��月��日から翌年３月��日にかけて,
鹿児島市郡山町福永農園内の大麦畑 (六条大麦
(Hordeum agriocrithon Åberg), �.�a) において行
われた｡ 播種から４ヵ月が経過した３月��日に２～
３歳のハイイロガン系のセイヨウガチョウ (A.
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要 約

農業生産現場におけるガチョウの除草利用に向けた基礎的知見を得ることを目的とし, 水田, 大麦畑およ
び野菜園にガチョウをそれぞれ放飼し, 作物への食害の発生状況を調査した｡
１) 水田に放飼したシナガチョウ雛は, 水稲に対して活発な採食を示し, 放飼後４日目の食害率は��％で
あった｡
２) 大麦畑に放飼したセイヨウガチョウは,放飼当日に大麦の葉部や穂を採食し,採食植物の��％を占めた｡
３) 野菜畑に放飼したセイヨウガチョウは, エダマメ, オクラ, トウモロコシ, ナス, サツマイモ, ミニト
マトに対して採食行動を示したものの, サトイモならびにピーマンに関しては採食被害が皆無であった｡
以上より, 水稲, 大麦, エダマメ, オクラ, サツマイモ, トウモロコシ, ナスおよびミニトマト栽培にお
けるガチョウの除草利用は困難であるものの, サトイモおよびピーマン栽培においては除草利用の可能性が
示唆された｡
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anser domesticus) ３羽を大麦畑に放飼した (図２)｡
放飼当日におけるガチョウの食草行動を３時間 (��：��
～��：��) 肉眼観察し, 大麦の食害状況を調査した｡
３. 野菜畑におけるガチョウ放飼

試験は����年４月��日～同年８月��日にかけて,
鹿児島市郡山町福永農園内の野菜畑 (�.�a) におい
て行われた｡ ����年４月��日にエダマメ (Glycine

max (L.) Merr.), オクラ (Abelmoschus esculentus

(L.) Moench)サツマイモ(Ipomoea batatas (L.) Lam),
サトイモ(Colocasia esculenta (L.) Schott var. antiquorum

Hubbard & Rehder), トウモロコシ (Zea mays L.),
ナス (Solanum melongena L.) およびミニトマト
(Lycopersicon esculentum Mill.) の播種または苗の
定植を行い, 約２ヵ月が経過した７月��日に野菜園
の周囲をネット柵で囲み, セイヨウガチョウ４羽

(８週齢) を放飼した (図３)｡ 園内には飲水器およ
び庇陰所を設置するとともに, ガチョウには補助飼
料を一切給与しなかった｡ 試験期間中, 園内の畝間
における野菜以外の野草の現存量 (６ヵ所) を毎週
測定するとともに, ガチョウによる作物の食害の程
度を調査した｡

結果および考察

１. 水田におけるガチョウ放飼

水田放飼したガチョウ雛は水稲に対して, 活発な
採食を示し (図４), 放飼後４日目における食害率
は��％ (���株当たり) と高い値を示した｡ 果樹園
に放飼されたガチョウはイヌビエ (Echinochloa

crus-galli (L.) Beauv.) などイネ科草本を活発に採
食することが既に報告されており[�-��], 同じイネ
科草本である水稲に対しても同様な行動を示すこと
が明らかになった｡ なお, 水田放飼したガチョウ雛
が水田放飼後３日目の降雨により９羽中７羽が衰弱
死し, さらに水稲への食害が多くみられたため, 放
飼後４日目に試験終了した｡
２. 大麦畑におけるガチョウ放飼

大麦畑に放飼したガチョウは畑地全体で活発な食
草行動を示し, とくに大麦に対しては採食植物の��

���������������������

図３. 試験地の概要
Figure �. Diagram of experimental fields

図１. シナガチョウ雛の水田放飼
Figure �. Free-ranging goslings (Anser cygnoides domesticus)

in paddy fields

図２. 大麦畑におけるセイヨウガチョウ放飼
Figure �. Free-ranging geese (Anser anser domesticus) in

barley fields



％を占めた (図５) ため, 放飼開始当日に試験を終
了した｡ �山ら[��]は同じ麦類であるエンバク
(Avena sativa L.) を青刈り給与したところ, イタ
リアンライグラス (Lolium multiflorum Lam.) など
他のイネ科草本よりもガチョウの嗜好性が低かった
と報告しているが, 本試験ではガチョウによる大麦
の葉部や穂への採食が認められた｡ この違いについ
ては, 麦類間での嗜好性の違いなどが考えられるが,
いずれにしても本試験の結果から, 大麦畑での除草
利用は困難であると判断された｡
３. 野菜畑におけるガチョウ放飼

野菜園に放飼したガチョウは活発な食草行動を示
し, 野草の現存量は放飼開始時から徐々に減少し,
放飼開始時の���㎏/��aに比べ放飼終了時で���㎏/��aに減少した (図６)｡ その一方で, ガチョウによ
るエダマメの茎葉部ならびにオクラの葉部の採食が
放飼開始直後から観察され, その後, トウモロコシ
(図７) ならびにナスについても葉部の食害が確認

された (表１)｡ サツマイモならびにミニトマトへ
の食害は軽微なものであり, サトイモならびにピー
マンに関しては食害が皆無であった｡
サトイモやピーマンは, その植物体内にシュウ酸
やソラソニンなどのアルカロイドを含んでいること
が知られている[�,�,��]｡ シュウ酸は苦味と渋味
が混合した収れん性を有する“えぐ味”成分であり
[�], ガチョウによる嗜好性が低いイヌタデなどの
タデ科植物にはシュウ酸が多く含まれることが既に
明らかにされている[�,�]｡ 家畜・家禽による飼料
の嗜好性や採食量を左右する要因の１つに, 味覚が
挙げられ, 一般に, 牛などの哺乳類家畜に比べ鶏な
ど家禽の味覚は劣ると考えられている[�]｡ しかし
ながら, 本試験ではガチョウがサトイモやピーマン
を忌避し, 他の植物種を採食する状況が観察された
ことから, ガチョウの草種別嗜好性に味覚が関与し
ている可能性が示唆された｡ 家禽である鶏と鶉の基
本味 (塩味, 酸味, 甘味, 苦味および旨味) に対す

水田および畑地におけるガチョウの除草利用 ��
図４. 水稲に対するガチョウの食害
Figure �. Gosling injury to paddy

図５. 大麦に対するガチョウの採食状況
Figure �. Grazing behaviour of geese to barley

図６. 野菜園における野草の現存量の推移
Figure �. Changes in herbage mass of wild plants in vegetable fields



る味覚反応については, 浦田ら[��]により明らかに
されているものの, ガチョウの味覚については未だ
解明されておらず,“えぐ味”に対する家禽と反芻
家畜の味覚反応の違いも含めて今後の検討課題と考
えられた｡
以上より, 水稲, 大麦, エダマメ, オクラ, サツ
マイモ, トウモロコシ, ナスおよびミニトマト栽培
におけるガチョウの除草利用は困難であるものの,
サトイモおよびピーマン栽培においては除草利用の
可能性が示唆された｡
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図７. トウモロコシに対するガチョウの採食状況

Figure �. Grazing behaviour of geese to corn

表１. 野菜に対するガチョウの食害の発生状況
Table �. Goose injury to vegetables

作 物 被害程度１)

エダマメ ＋＋

オクラ ＋＋

サツマイモ ＋

サトイモ －

トウモロコシ ＋＋

ナス ＋＋

ピーマン －

ミニトマト ＋
１) ＋：食害あり, －：食害なし
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Use of Geese for Weed Control in Paddy and Upland Fields
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Summary

The objective of this study was to obtain fundamental information on the effective use of geese for sustainable vegetation

management of agricultural land. A survey was conducted to determine the influence of free-ranging geese injury to paddy, bar-

ley and vegetables on weed control in paddy and upland fields. The results obtained were as follows:�) In the paddy fields, free-ranging goslings (Anser cygnoides domesticus) frequently grazed the paddy plants, with the per-

centage of gosling injury to the paddy at ��% by the �th day.�) In barley fields, free-ranging geese (A. anser domesticus) exhibited grazing behaviour against barley leaves and ears,

and the grazing frequency for barley by geese occupied ��% of total number of plant species grazed immediately after

free-ranging.�) In the vegetable fields, free-ranging geese (A. anser domesticus) grazed green soybean, okura, corn, eggplant, sweet po-

tato and mini tomato, however, they did not eat taro and bell pepper at all.

These results indicated that the use of free-ranging geese for weed control in the fields of taro and bell pepper was feasi-

ble, though their use in the fields of paddy, barley, green soybean, okura, corn, eggplant, sweet potato and mini tomato was

infeasible.

Key words: free-ranging geese, weed control, palatability, paddy fields, upland fields
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